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•自己紹介
•伊丹市について
•蝶の基礎講座
　　・分類
　　・生態
　　　・卵、幼虫、蛹
　　　・羽化　・越冬

•伊丹市で見られる蝶
　　・街　　・河川敷
　　・公園
•主な蝶の紹介
　　・シルビアシジミ
　　・アオスジアゲハ
　　・ゴマダラチョ ウ
　　・ツマグロヒョウモン

•蝶の親しみ方
　　・観察　　・採集
　　・写真　　・飼育
　　・バタフライガーデン
•緑のネットワーク

内容

伊丹市と
その周辺

著作権はＧｏｏｇｌｅにあります　http://maps.g oogle.co.jp/

伊丹市で見られると推定されるチョウ

アゲハ　　　　　キアゲハ　　　　クロアゲハ　　　モンキア ゲハ 　　ナガサキ アゲハ　　カラスア ゲハ　　ジャコウ アゲハ 　　　アオスジアゲハ

モンシロチョウ　スジグロシロチョウ　キチョウ　ツマキチョウ　モンキチョウ 　　ヤマ トシジミ　　シルビアシジミ　ルリシジミ

ツバメシジミ　　ウラナミシジミ　ベニシジミ　　　ムラサキシジミ　ウラギンシジミ　アカタテハ　ヒメアカタテハ　　キタテハ

ヒオドシチョウ　ルリタテハ　　ツマグロヒ ョウモン　ホシミスジ　　コミス ジ　　　　ゴマダラチョウ　コムラサキ　　　テングチョウ

アサギマダラ　　ヒメウ ラナミジャノメ　ヒメジャノメ　クロコノマ チョウ 　イチモンジ セセリ　チャバネセセリ　キマダラセセリ

蝶の一生

アオスジアゲハ

ヒメウラナミジャノメ

蝶は卵→幼虫→蛹→成虫、と完全変態する昆虫です。卵、幼虫、蛹は、成虫以上に多様な

形態を持ち、また 、同じ種でも個体変動が比較的大きい。幼虫は、成長に従って形態が変化

します。蛹は、帯蛹と垂蛹の2つの形態があり、科によってほぼ決まっています。

4齢幼虫

蛹

（帯蛹）

卵 1齢幼虫 4齢幼虫 前蛹 蛹

（垂蛹）

成虫

5齢幼虫

1齢幼虫産卵
卵

東京農工大
　安藤研究室の講義資料より

蝶の基礎講座　　昆虫の進化系統樹

九州大学総合研究博物館　より
http://www.museum.kyushu-u.ac.jp/INSECT/02/02.html4.4億

4.1億

3.6億

2.9億

2.5億

2.1億

1.4億

6500万

東京農工大
　安藤研究室の講義資料より

蝶の基礎講座　　チョウ目（鱗翅目　蝶と蛾）の系統樹

さまざまな卵の形態

アゲハ　　　　　　　　アオスジアゲハ　　ジャコウアゲハ　　　キチョウ

モンシロチョウ　　　ツマキチョウ　　　　ベニシジミ　　　　　ムラサキシジミ

ウラギンシジミ　　　ヤマトシジミ　　　　　アカタテハ　　　　　ゴマダラチョウ

ホシミスジ　　　　　ツマグロヒョウモン　ヒメウラナミジャノメ　チャバネセセリ
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さまざまな幼虫の形態

アゲハ　　　　　　　　　クロアゲハ　　　　　　　　ナガサキアゲハ　　　　キアゲハ

アオスジアゲハ　　　　ジャコウアゲハ　　　　モンシロチョウ　　　　　ツマキチョウ

ベニシジミ　　　　　　　ムラサキシジミ　　　　　シルビアシジミ　　　　　ヤマトシジミ

ウラギンシジミ　　　　ヒメアカタテハ　　　　　　キタテハ　　　　　　　　　ルリタテハ

ツマグロヒョウモン　　コミスジ　　　　　　　　　　ホシミスジ　　　　　　　ゴマダラチョウ

オオムラサキ　　　　　テングチョウ　　　　　　ヒカゲチョウ　　　　　　　チャバネセセリ

さまざまな蛹の形態

アゲハ　　　　　　アオスジアゲハ　ジャコウアゲハ　クロアゲハ　　　キチョウ　　　　　　モンシロチョウ　

ツマキチョウ　　ベニシジミ　　　シルビアシジミ　ウラギンシジミ　　　　ヤマトシジミ　　　アカタテハ

ゴマダラチョウ　ホシミスジ　　ツマグロヒョウモン　テングチョウ　　　クロコノマチョウ　ヒメウラナミジャノメ

キチョウの羽化

チョウを飼っていて一番感動するのはやはり羽化（うか）の瞬間で

す。でも、深夜から早朝にかけて行い、しかもあっというまに羽化
するので、なかなか見ることができません。

ウラギンシジミの羽化

越冬のいろいろ

卵で越冬
ミズイロオナガシジミ

幼虫で越冬
ゴマダラチョウ（休眠） 幼虫で越冬

ツマグロヒョウモン（活動）

蛹で越冬
クロアゲハ

幼虫→蛹で越冬
モンシロチョウ

12月１５日

12月１５日

成虫で越冬
ウラギンシジミ

尼崎市

尼崎市

尼崎市大阪市尼崎市豊中市

豊中市

大阪市

豊中市
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